
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

50 70 C

・朝の打合せの時間短縮などを実行し、build-up
timeの確実な実施はできた。また、放課後補習教
室は担当が積極的に発信し多くの生徒が休まず参
加している。学力調査は、全国に近づけることは
できたが都には及ばない。コンテストは後期に多
く実施予定。

B B

・朝のよむよむワークシートの取組など
が定着し始め、区の学力調査にも結果が
つながっていると感じている。
・放課後補習教室も昨年度よりも生徒が
意欲的に休まず参加している。

B

朝学習や放課後補習教室で作っ
た学習習慣をこのまま続けてい
ける持続力に繋げていって欲し
い。

・朝のbuild-up timeの確実な実施と
充実に向けた登校指導。また、コンテ
スト等につなげ集中して取り組む環境
を呼びかける。

80 80 B

・校内研修での授業を見あう会
及び研究授業は一学期の実施で
初任者を中心に多くの学びを得
る機会となった。テスト前質問
教室は全学年放課後に実施して
いる。

B B

・校内研修では講師の先生のブリーフ
ミーティングやAIの活用など実際に生か
せることも多く、授業を見あう会も積極
的に時間を作り見に行っている様子があ
り、新任できた先生方にはとてもよい刺
激となっている。

B

一人一台の端末の活用、テスト
前の質問教室、放課後補習教室
などから学力向上に繋がって
いって欲しいです

・校内研修を通して授業改
善につながっているので、
今後も機会を作り、いずれ
は研修でなくても見に行
き、聞きに行く体制が整う
ようにしていく。

・昼休みの図書室開室
・学校司書と委員会との連
携による企画の実施
・学校司書と連携した授業
の実施
・読書紹介や調べ学習コン
クールの実施

・年間貸出平均3冊以上
・学校司書と連携した授業
年１回以上
・コンクール等を通し情報
収集能力や分析力がついた
という回答率の向上半数以
上

50 70 C

・図書システムの導入により、
前期は図書室を開館できない期
間が多くなってしまったが、１
０月に導入後学校司書と連携し
た授業
・ブックトークなど実施予定。

C B

・ブックトークを実施し、図書
室に来館、借りる機会が得られ
たことにより貸出数は上がっ
た。授業でも利用したことに
よって図書を活用した調べ学習
もできた。

B

新しいシステムで図書室の利用
が増えたことは良いと思いま
す。

・図書の支援員さんがい
る時間が増え、委員会の
日に来ていただくことが
できたことによって、委
員の意欲の向上にもつな
がった。今後も連携を深
めていく。

・授業内での縄跳びや筋力ト
レーニングを取り入れた補助
運動の実施
・レクリエーション要素を交
えた運動意欲の推進

・体力テスト都平均
以上

70 B

・基礎体力向上のための縄跳びやレクリ
エーション要素を含めた短縄跳びなど一
学期に実施した。体力テストは昨年度３
学年が都の平均を超えたが、今年度はよ
い結果にはならなかった。

B B

・球技大会の準備・運営を生徒
主体からかつ通常手段・特支学
級が協力し合いながら行うこと
ができた。

B

行事の準備や運営を通常級と支
援級で行うことでお互いに刺激
を与えあい意欲の向上に繋がっ
て欲しいです。

・職員と生徒が交流でき
るような場面を設定し、
信頼関係を築いていく

・運動会や球技大会等で交
流を通し、スポーツテスト
では体育係を中心に実施す
ることで意欲を高める。
・朝トレーニングの実施に
よる体力向上

・それぞれ年１回程
度実施
・試験前、朝礼時、
行事準備などがない
限り朝トレは週３回
実施（雨天時は体育
館で縄跳びを実施）

80 80 B

・運動会では通常級と支援級合
同でリレーや御神楽などを行
い、スポーツテストも体育係が
先導で実施することができた。
・朝トレは行事準備等がない限
り概ね実施することができてい
る。

Ｂ Ｂ

・運動会、スポーツテスト、球技大
会等通常級と支援級で交流しながら
実施することができた。また、区の
ダンス教室も全学年で実施する。
・支援級では朝トレーニングの実施
により、都陸上大会で多くの生徒が
入賞した。

B

朝トレーニングで体力もついて
きているようです。東京都陸上
大会でも多くの生徒が活躍出来
ました。

・区のダンスチャレンジ
やブラインドサッカーな
ど体育の授業以外でも交
流しながら楽しんで体を
動かす機会が今年度は取
れたので、引き続き次年
度も続けていきたい。

・ユニバーサルデザインの
視点を取り入れた個に応じ
た指導の実施・充実

・通常級と特別支援学
級との共同学習５教科
以上
・すべての行事におけ
る交流

80 90 B

・支援級生徒で数学など得意な教科
において通常級で授業を受ける機会
を設けている。学校行事においては
ほぼ一緒に行えている。

Ｂ B

・校外学習や宿泊学習、また、その事前・事後学
習を通じて互いを理解する姿勢を育んだ。また、
通常級における支援の必要について研修などを通
じて学び生かしている。 B

授業や行事を通常級と一緒に行
うことはお互いに良い刺激を与
えられると良いと思います。

・ほとんどの行事で交流し、事
前・事後学習（発表）など互い
に理解を深める場が今後も多く
設定していきたい。

・特別支援委員会（不登校
担当、コーディネーター、
SC、SSWと各学年主任）
を隔週で実施

・校内特別支援委員
会月2回実施（委員
会がない週は教員を
除く職員で情報交
換）

90 90 A

・隔週で行う特別支援委員会は確実
に行えている。また、SCやSSWと
も連携し支援が必要な場合にはコー
ディネーターを中心に支援の方策な
ど検討している。

A A

・定期的に支援委員会を実施することができた。
この時間を通して情報共有や新たなる支援の方法
を探っている。
・関係機関の方中心に生徒対応にあたり連携がと
れている。今後、教員間での別室員不在時間割当
などの制度を整えていく。

A

各専門の指導者が充実し、情報
の共有もしっかりとれているよ
うです。

・SSWや不登校巡回、別室担当などの
支援でどこともつながらない生徒がい
ないのは喜ばしい。今後も続けていく
とともに、隔週の支援委員会の形を
【毎週・内容特化】で変えていく予定
である。

・暑さ対策とジェンダーレ
スを意識した標準服の検討
や校則等の見直し

・７０周年（R９年
度）を目標に検討

80 80 B

・暑さ対策等は体操着登校の期間を
長くとり、衣替え時期の廃止をする
などしており、標準服検討はアン
ケートを取って進めている。

Ｂ B

・今年度よりベスト、来年度より夏用ポ
ロシャツを選択できるようにし、衣替え
を廃止した。また、再来年度に向けて標
準服検討を進めている。

B

暑さ対策でポロシャツが使用で
きるようになったのは良かった
と思います。

・来年度からは、夏はポロシャツを選
択でき、次年度に向けてジェンダーも
加味しながらさらに検討を重ねてい
る。

・エンカレッジサポーターや
特別支援教室専門員と連携
し、別室登校をスムーズにし
不登校生徒数の減少を目指す

・不登校発生率5％
以下

90 90 A

・不登校のうち別室から教室に段階的に
戻る生徒や、別室でも定期考査に向けて
頑張れている生徒もいる。また、新規発
生はほぼいない状態で進められている。

A B

・エンカレッジサポーターと担任との連携を深
め、学習や進路選択に向けてしっかりと取り組め
る体制が整ってきた。学習に気持ちが向かえない
生徒の不登校が若干増えたが、今年度は教室に復
帰できる生徒も多く、今後もつながりを大切にし
たい。

A

子どもと向き合い意見を聞いて
改善方法を一緒に考えてくれて
いると思います。

・別室での様子などを担任と共有する
など課題をもとにしっかりできてきて
いるので、新年度からも今までの課題
だった点が戻ってしまわないように引
継ぎをしっかりと行う。

・いじめアンケート等をも
とにした個別相談、教育相
談（三者・二者面談）前の
個別面談の実施

・いじめ発生件数ゼ
ロ

70 80 B

・ふれあい月間におけるアンケートや区
の事業をもとにしたヤングケアラー面
談、SC面談など教育相談の充実を通し、
いじめ事前防止、早期解決につながるよ
う努めている。

Ｂ Ｂ

・アンケートや教育相談を活用
し、個人面談等を通し早期発
見、早期解決に向け取り組め
た。

B

個人面談などから生徒と保護者
から話を聞いてくれていると思
います。事前防止につながると
良いと思います。

・SCや養護教諭などに不安があ
るときには相談に行けている様
子があるので、今後も話しやす
い、相談しやすい環境を整えて
いきたい。

・L-gateや連絡ノートを
通して生徒のつぶやきを大
切にする

・不登校生徒の家庭
訪問や児相への連絡
生徒1人に対して月
1回以上

90 80 A

・連絡ノートは毎日コメントを通してやり取りを
し、L-gateで気になることがあったら声掛けを
している。また、不登校生徒と月１回以上は対面
で話せる機会をとるようにしており、今年度は
SSWと不登校対応巡回教員の協力もありほぼで
きている。

A Ｂ

・連絡ノートは担任が毎日コメントし活用できて
いるが、L-ｇateの取組については副担が確認す
る程度になっているため、今後よりよい使用法に
ついて模索する。不登校生徒への対応は、SSW
とも連携し、行うことができた。

A

不登校の生徒達とは、関係諸機
関、SSWと連携して対応してい
ただいてます。

・連絡ノートで担任との連絡を取るこ
とで、不安感なども書き出せている様
子なので、今後L-gateも分析などし活
用できるようにしていきたい。

・定期的なホームページの
更新

・一週間の投稿件数
平均10件以上 60 60 C

・週当たりの投稿件数は７～８件程度であるが、
できる限り行事等は行ったあとすぐに、そして６
組の情報、さらに、宿泊行事等では場面ごとの更
新をすることができている。

Ｂ C

・週当たりの投稿件数は目標に届かなかったが事
等はとすぐに、６組の情報や宿泊行事等では場面
ごとの更新をすることができた。 B

学校行事などの写真や説明を詳
しく載せてくれていて、学校生
活がよくわかります

・今年度同様行事後の掲載を素早くす
るとともに学年行事でも載せていける
ように連携していく。

・学校公開でのアンケート
の実施と改善

・全学校公開にてアン
ケートを実施とそれを
もとにした改善策の検
討

90 80 A

・学校公開アンケートは、紙での実施の
ほかにQRコードを利用するものも取り入
れている。アンケートでいただいたご意
見はできる限りすぐに検討し、対応して
いく。

A A

・学校公開等のアンケートでは以前に比
べ授業の落ち着いた様子や先生方の取組
内容についてよいコメントをいただくこ
とが増えてきている。今後も続いていく
ようにしていく。

A

学校公開でのアンケートの意見
を活用して改善策を考えてくれ
ていると思います。

・アンケート関係に関しては、紙とQR
で併用する形を継続し、改善案などは
できるだけ早く対応していく。また、
年度末のアンケートなどテトルなどで
周知し回収率をアップさせ改善策を多
く収集したい。

・評価項目の見直しと課題
改善策の話合いの充実

・すべての項目にお
いて肯定的回答
80％以上 90 90 A

・一度目の学校評議員会は入れ替わりもありほぼ
全員が顔を合わせ意見交換できた。アンケートの
内容や標準服について、地域での生徒の様子など
多岐にわたり話合いをすることができ、ご支援の
言葉及び肯定的回答をいただいた。

A A

・学校評議員会には以前よりたくさんのご参加を
いただき、また、生徒の落ち着いた様子等にもお
褒めの言葉をいただけている。７０周年に向けて
のご意見などありがたくいただきながら検討をし
ていく。

A

学校評議員会の出席率はとても
良く、貴重な意見交換が出来た
と思います。

・学校評議員の皆さんから、様々なお
話をいただけるので地域の様子なども
聞くことができ生かす機会となった。
今後も集まりやすい日を工夫しご意見
をうかがう機会を増やしたい。

・テーマによる献立
・給食試食会の実施

・テーマ献立年間３０回以
上
・試食会とともに保護者へ
の食育講話及び学校保健委
員会実施

75 90 B

・計画通りテーマによる献立は毎月３回
程度実施されており、おいしく安全な給
食が提供されている。給食試食会及び学
校保健委員会は１１月実施予定である。

A A

・テーマ献立は年間７５回提供すること
ができた。
・試食会では、参加していただいた保護
者に朝食の重要性などを説明し、家庭で
の食育の協力をあおいだ。

A

ホームページや給食室の前の掲
示板で給食の様子をよくわかる
ようにして頂いてます。家庭で
も給食の話題が増えました

・季節行事や様々な国のメニューなど
お昼の放送と連携して興味をもたせ味
わうだけでなく学べる給食を実施でき
ている。継続していきたい。

・キャリアパスポートの充
実
・高校相談フェスタの実施

・進路説明会年2回

80 90 B

・第１回進路説明会は資料とP.P.を利用して効果
的に行えた。第２回は１０月に予定。
・高校相談フェスタはPTA主催で７月に実施し、
生徒の進路を考える１日として実施できた。

A A

・第２回進路説明会では、Ｐ.Ｐと冊子を用いて入
試の内容について詳しく説明することができた。
・上級学校訪問や関東第一高校説明会を行うこと
ができた。

A

高校フェスタの開催の参加によ
り自分の進路について考える機
会になっていると思います。

・高校相談フェスタや職場体
験、ﾌｧｲﾅﾝｽﾊﾟｰｸなど将来につい
て生徒が考える機会を今後も設
けていく。

・「学校における働き方改
革プラン」に基づく取組の
実施

・時間外勤務時間月
60時間以内

50 55 C

・定時退勤日（ノー残業デー）の実施など少しず
つ取り入れているが、行事前などは特に遅くまで
残っている姿が見受けられる。採点ソフトなどの
導入により少しは改善がみられる。

Ｂ C

・放課後の補習など生徒のためになる取組がその
まま勤務時間の超過につながってしまうのが申し
訳ない。しかし、水曜日など早めに帰ろうとする
姿勢も少し見えつつあるので定着させていきた
い。

B

勤務時間外でも対応して頂き感
謝しています。

・定時退勤日の年度当初からの
設定などを実施し、意識を変え
ていけるように運営委員会など
を通して呼びかけていく。

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

・確かな学力を身につけ、豊かな人間性や社会性を育み、個性や特性をお互いに認め合うとともに生き生きと活動でき、規律と活力のある安全・安心な学校
・多様で変化に富んだ時代に希望をもって主体的・意欲的に生き、将来を切り拓くことができる生徒
～向上心と自立心の旺盛な生徒・あきらめずに粘り強く主体的に取り組む生徒・他に対して思いやりをもてる生徒・心身ともに健康な生徒～
・最大の努力を惜しまず、使命感と自己研鑚に励み、学びに向かう意欲を育て、人権に配慮した言動と指導ができ、責任ある職務の遂行ができる教師

〇学力の向上
・基礎・基本の確実な習
得
・家庭学習習慣に対して
の学校の組織的な対応に
よる取組の実施・充実
・授業改善の推進

・朝読書及び朝学習（build-up
time）の確実な実施
・放課後補習教室の実施
・各種コンテスト実施及び全学年
共通問題での『数学発想力コンテ
スト』の実施
・一人一台端末の活用の工夫
・長期休業明け確認テストの実施
・テスト前質問教室の充実
・校内研修を通じて授業力向上に
つなげる

・5教科都平均以上
・各種コンテストの
合格率８０％以上

・授業力向上のため
の校内研修（授業を
見あう会・研究授業
等）年３回以上

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

放課後を利用してテスト前の質
問教室や補習教室などから学力
向上につながっていって欲しい
と思います。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

・学校HPの充実 学校行事、給食などの写真やそ
の説明も詳しく載せてくれてい
てとてもみるのが楽しみです。

・学校公開の充実 学校公開でのアンケートをもと
に改善策の対策を考えてくれて
いる。

・学校関係者評価及び保
護者アンケートの充実

学校評議員会に全員出席できま
した。

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

・食育の推進 給食室の前に写真や説明がされ
ていて見るのが楽しみのひとつ
です。

・キャリア教育の充実 高校相談フェスタではたくさん
の保護者と地域の方が参加して
くれました。

・学校における働き方改
革の推進

夜遅くまで対応していただいて
感謝しています。

不
登
校
・
い
じ
め

対
応
の
充
実

一人ひとりと向き合い子どもの
意見も聞いてくれていると思い
ます。

個人面談、教育相談などから生
徒と保護者から意見を聞いてく
れている。

・生徒の様子が読み取れ
る資料の活用

不登校の生徒とは家庭訪問など
で連絡を取っている。関係諸機
関とも連携している。

・エンカレッジルーム
（不登校別室指導）の利
用方法などの円滑な実施

・教育相談の強化

体
力
の
向
上

縄跳びを主にした運動で基礎体
力の向上につなげていって欲し
いです。

運動会での通常級と支援級の合
同リレーは力のバランスも考え
見てる側も楽しめました。

〇運動意欲や体力の増進
・運動意欲や基礎体力の
向上に向けた取組の実
施・充実

〇支援級・通常級の交流
による意識・意欲の向
上、スポーツテストの実
施方法の見直し
○朝トレによる体力増進
（支援学級）

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

・特別支援教育の推進 授業や行事で通常級の生徒と一
緒に交流できることは両学級に
とってとても良いことだと思い
ます。

・特別支援巡回指導員や
不登校巡回指導員、特別
支援教室専門員、SC、
SSWとの連携

各専門の指導者が充実している
と思います。

・標準服や校則の見直
し、検討

少しずつ理解してもらえるよう
になれば良いと思います。

1学期は図書室が利用出来なく
残念でした。新しいシステムで
図書室の利用者が増えていって
欲しいです。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和７年度　江戸川区立小岩第五中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標

前年度までの
本校の現状

　授業及び学びに向かう姿勢、家庭学習習慣など、基礎学力の定着に向けて課題となる部分を各
学年で現状を理解し実行できる計画を考え、共有し、build-up timeや家庭学習ノート（SBS）
の活用を深化した。また、分掌主任が中心となって前年度までの行事反省や取組などを見直し、
生徒が主体的に取り組めるよう改善した。

　素直で元気な生徒が多いが、学習面で課題がある。３年生になると進路に向けて前向きに授業や学習に取り組み始める生
徒が多くなることを踏まえ、もっと早い段階で意識できるように各学年、先を見通した進路学習を進めている。また、数学
では全学年共通問題でのコンテストを実施する等、楽しみながら学びに向かう姿勢が見られた一方で、その流れに乗れず全
く姿勢が変わらない生徒も一部分いる。学ぶ姿勢を感じさせ、先を考えて行動できる生徒を増やしていかなければならな
い。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

〇読書科の更なる充実
・読書を通じた探究的な
学習の実施・充実

学
力
の
向
上

各種コンテスト等の合格点に向
け、朝学習　放課後補習教室な
どで学習リズムを作っていって
欲しい。

・健やかな人
・知性に富む人
・心豊かな人
・勤労を尊ぶ人


